
付
南
に
見
え
る
立
山
鯨

東
に
近
く
憎
が
岳

山

々
秀
で
て
水
清
ら

沖
に
昼
気
楼
夜
は
ほ
た
る
い
か

街
に
平
和
の
鑓
鳴
り
わ
た
る

五
万
市
民
が
力
わ
あ
わ
せ

心
一
つ
に
躍
進
め
ざ
す

魚
津
市
民
の
意
気
を
見
よ

付
並
み
立
つ
工
場
繁
華
な
都
市
美

新
市
生
ま
れ
て
十
か
年

生
産
豊
か
に
近
代
化

山
に
も
海
に
も
街
に
も
野
に
も

活
気
み
な
ぎ
り
喜
び
あ
ふ
る

五
万
市
民
が
力
を
あ
わ
せ

心
ひ
と
つ
に
躍
進
め
ざ
す

魚
津
市
民
の
意
気
を
見
よ
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一常事
F
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町
-
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ヨ
ず
ん
二

↓叶↓

e
主
-
.

伸
一

夜

の
業
火
に
焦
土
と
な
る
も

天
の
試
練
と
立
ち
上
が
り

豊
か
に
明
る
い
都
市
づ
く
り

能
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
胞
せ
ぬ
努
力

未
来
に
羽
ば
た
く
新
興
魚
津
に

五
万
市
民
が
力
を
あ
わ
せ

心
ひ
と
つ
に
限
此
め
ざ
す

魚
津
市
民
の
意
気
を
見
よ
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皆

さ

ん

の

協

力

で

出

来

た

人口のうごき

出 生 67人

死亡 39人

婚 姻 65件

離 婚 5件

魚津市 友道

中部印刷株式会社
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A 
Zミ

舘

業

産

文

五

O
O
人
収
容

大
ホ

ー
ル

に
は

一
、

魚
津
市
産
業
文
化
会
館
は
七
千
余
万

円
で
木
江
に
鉄
筋
三
階
建
と
し
て
完
成

さ
れ
ま
し
た
。
総
建
坪
は
六
百
七
十
六

坪
で
、

6
月

1
日
の
市
制
叩
周
年
記
念

式
典
の
良
き
日
に
開
館
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
っ

市
民
が
一

番
関
心
を
よ
せ

て
い
る
大
ホ
l

-w
は
二
百

七

十

六

坪

で
、
固
定
椅
子
席
が
約

一
千
、
立
見
席

を
含
め
て
一

千
五
百
人
を
収
容
で
き
、

舞
台
に
は
日
本
カ

ー

バ
イ
ド
寄
贈
の

ど
ん
帳
、
一
文
字
、
袖
幕
、
引
幕
、
脇

幕
、
カ

ス
ミ
幕
、
パ

ッ
ク
幕
、
木
江
酒

造
寄
贈
の
引
幕
の
ほ
か
大
久
保
木
工
所

寄
贈
の
講
演
台
、
花
台
を
備
え
、
ま
た

音
響
装
置
は
地
方
稀
に
み
る
優
秀
な
も

の
で
市
民
の
満
足
を
願
え
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

一
階
に
は
日
本
カ
ー

バ
イ

ド
、
吉
田

工
業
、
魚
津
製
作
所
、
杉
野
ク
リ
ー

ナ

ー
、
大
愛
メ
リ
ヤ

ス
、
魚
津
製
綱
所
の

製
品
を
陳
列
す
る
物
産
陳
列
室
を
は
じ

め
、
会
館
事
務
局
、
宿
直
室
、
商
工
会

議
所
、
中
小
企
業
相
談
室
、
応
接
室
を

置
き
、
二
階
の
廊
下
に
は
仏
壊
、
漆
器

家
具
の
陳
列
ケ
ー
ス
を
設
け
る
ほ
か
、

食
堂
、
休
憩
室
、
和
室
、
会
議
室
を
設

け
、
三
階
に
は
拡
声
装
置
を
も
っ
幻
坪

の
大
会
議
室
と
若
人
の
新
し
い
人
生
の

門
出
を
飾
る
結
婚
式
場
、
控
室
、
披
露

室
を
設
け
、
さ
ら
に
廊
下
に
は
建
具
の
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五号長民・・け
じ宇っ か)Q. 人
1三ち曹、古f リ

白
日
の
前
夜
祭
皮
切
り
に

多

彩

な

祝

賀

行

事
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嗣
量
坦
温
・
・
目
置
薗
揖

園
田

n
H
Z
圃
園
田

箇
箇
唱
団
山
唱

a掴
市
制
叩
周
年
に

由
国
間
百
四
国
民
園
田

火
災
復
興
祭
、
産

層
圏
臨
画
園
国
盟
国

業
文
化
会
舘
落
成

国
富
田
町

t
M園
を
か
ね
た
記
念
祝

薗
薗
肉
航
川
削
副
圏

賀
行
事
が

5
月
引

掴
盟
問
司
岨
泊
姐
聞
日

ミ
コ
シ
の
町
練

園
曹
句

V
H
H
a闇
り
の
前
夜
祭
で
始

薗
園
冒
匝
園
田
鍋
昌
嗣

め
ら
れ
、
い
よ
い

扇
面

2.『
H
凶

揖

よ

6
月

1
日
午
前

園
瞳
F
ド
F
引
制
盟

9
時
加
分
よ
り
新

国
首
圃
園
田
島
醤

装
な
っ
た
産
業
文

国
菌
圃
戸
川
市
田
麗

化
会
館
で
多
数
の

圃
園
田
語
圏
盟
国
語
圏

来
賓
を
招
き
、
今

盟
国
渦
噌
圃

nd国
日

の
記
念
す
べ
き

圏

SEM則自
式
典
が
開
か
れ
、

圏
直
園
邑
島
盟
問
圏

関
係
者
の
祝
辞
の

j
l
E
l
i
-
-，
あ
と

、
自
治
功
労

者
等
の
表
彰
が
あ
っ
て
式
が
閉
ざ
さ
れ

ま
す
。

午
後
か
ら
産
業
文
化
会
館
で
演
芸
が

行
な
わ
れ
る
ほ
か
、
街
頭
で
は
自
衛
隊

青
楽
隊
約
釦
名
に
よ
っ
て
の
市
中
行

進
、
午
後

7
時
か
ら

9
時
ま
で
市
民
の

提
灯
行
列
、
一

団
体
約
叩
人
で
編
成
す

る
仮
装
行
列
な
ど
の
行
事
が
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
、
市
民
の
お
祭
り
気
分
を
も
り

あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

6
月

2
・
3
日
の
両
日
午
前
川
時
か

ら
け
時
加
分
ま
で
会
館
で
は
自
衛
隊
音

楽
隊
の
演
奏
が
、
中
学
生
を
対
象
に
演

表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
午
後

2
回
に
わ
た

っ
て
演
芸
団

に
よ
る
演
芸
が
あ
る

ほ

か
、
街
頭
で
は
加
賀
百
万
石
大
鼓
、
し

ん
き
ろ
踊
り
の
町
流
し
、

消
防
パ
レ

ー

ド
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
行
進
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

6
月

4
・
5
日
に
午
後
に

は
演
芸
団
の
演
芸
が
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か

6
月

1
日
か
ら

5
日
ま
で

の
行
事
期
間
中
、
水
族
館
が
夜
間
開
館

さ
れ
ま
ず
か
ら
ご
家
族
一
向
精
々
お
出

で
下
さ
い
。

街
頭
で
行
な
わ
れ
る
行
事
の
要
領
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
し
ん
き
ろ
踊
り

ω午
後

2
時
か

ら
と

7
時
か
ら
花
火

合
図
に
町
内
を
自
由
に
踊
る
。

ω午
後

3
時
叩
分
か
ら
と

8
時
叩
分

か
ら
泣
米
道
路
上
で
踊
る
。

ω
2・
3
日
と
も
耐
の
場
合
は

4
日

毘
の
分
の
み
行
な
い
ま
す
。

作詞

作曲
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家
庭
へ

一
枚
宛
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ご
招
待
の
日
時
に
つ
い
て
は
次
の

表
の
よ
う
に
色
別
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
こ
の
日
時
以
外
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
ご

7
解
願
い
ま
す
。

川
間
泣
米
道
路
上
で
踊
る
分
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
東
勝
亭
前
と
村
木
十

字
路
前
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

二、

提
灯
行
列

大
町
、
村
木
小
学
校
に

7
時
に
集
合

し
花
火
合
図
に
よ
っ
て

出

発

し

ま

す
。

三、

仮
装
行
列

旗
行
列
、
提
灯
行
列
と

一
緒
の
コ
ー

ス
を
廻
り
ま
す
。

招
待
券
の
色
別

記
念
祝
賀
演
芸
会
の
ご
招
待
券
が
各
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市制十周年寄欠

陳
列
ケ
ー
ス
と
文

化
活
動
に
使
う
ケ

ー

ス
が
設
け
ら

れ
、
名
実
と
も
に

魚
津
文
化
と
産
業

の
セ
ン
タ

ー
と
し

て
市
民
が
今
後
有

意
義
に
利
用
さ
れ

る
わ
け
で
す
。

k ~_ _ _ '" 1 ，， ....JI.. 11'目、.

H ."、 n・・.. I I 11 I 1 ~.. I I'_' ~ 
I E、11 M ，... ... I 1'1. 1......' I 

A ・......・..1'"1ノ， ...・ Eλ'1 1/ .. I J I 

- .. - !r r v - y r Y I 

ま)ち ，Iユへいわのかね~ l}-lh れ る

かっさみ];ï.ず l) ーよろこ τ^. ~ちふる
みらし? に 1-::11."t-::く しんこ予うポつd

報

寸
寸
ヨ
、
勺
小
り

」
十
互
一
・
よ

J
W
4

比斗
dv
一
ぎ
た
ブ

ヰ
千
互
一
寸
ん
し

+
ヰ
炉
一
み
さ
と

ふ
十
互
一
て
に
い

一，F
L
U
γ

て
カ
る

一
夜

H
V
い
た
か

3
9
3
あ

ゆ
主
A
F

一
ま
ん
ド

占
時
正
一

ヤ
々

か

ト
平
正
一
ま
い

みに

ふ
中
正
一
や
也
h
r

広

hFrr--

a-
--

=
4ナ
ナ
つ
-
-

-
v
，、，
v'
-

、

-

司

'
l
v
u
v
v」
・
-

ふ
十
E
一
ひ

・・

1
斗
，
一
ろ
:

4
4
4
ι
F
一

「

』

-

-

三
I

寸寸，

ご

-
-

E

E

-

-

-

J
 

旗行列 |押臨み五 !
{市内小中学校9時)1ポ{イスカウト行

鼓笛隊 行 進 |進 (11時半行進i: 

電子音楽演奏 | 電子音楽演奏 | 電子音楽演奏 |響属意義.KNBI寄l夏季.KNB 
三 浦ショウ |加賀百万石大鼓 | 民謡 の 旅 | 取 持 山 |ダ諮 問

脊 術 ・万才 |三浦 ショウ e1時-3時S' 民話れずねて |鵡をたずねて
i2時-4時) 1 C1時-3時) ¥. I "'T -u-=--'--I __ (11時ーヲI時し一l..i11時-31陪〉

ー | しんきろ踊り | しんきろ踊り I ，~ ・ 3 日の雨蓄の
1時より I (，fjg分よりZ2 1(，2時~各町内自 |恰 MTA22

|米道路2時より |由3.30分 4同22'I道路:?1I'.'jよりおl町
|各町内自由i 米道路ラ |内向日1)

軍需鼓lF読ま(器官|曜;??
しんきろ踊り | しんきろ踊り i 1日雨天の場合

(8時30分"" 9時~I (~時 よ り町内自 l 提灯行列及び
米道路7時より各i由8.30分--9時 仮装行列
町内自由) 1 22米道路)

(火〉

写
真
日
完
成
し
た

産
業
文
化
会
舘

下

H
3
階
の
結
婚

式
場

市

5日(月〉

津

市制 10周年等祝賀記念行事予定

昨
年
受
け
た
人
は
一

回
、
そ

の
他

の

説

児

の

検

診

と

人
は
二
回
で
哨
金
は
一

回
に
つ
き
一

結

核

予

防

注

射

三

O
円
で
す

。
小
児
麻
樺

A

マ
乳
明
検
診

対

象

者

昭

和

初
年

5
月
!
日
か
ら
訂
年

4
月

ω昭
和
お
年
目
月

1
日
か
ら
お
年

3
月

初

日

ま

で

に

生

れ

た

も

の

ー
引
ー
ま
で
に
生
れ
た
も
の
(
第

3
回

)

結

核

予

防

注

射

ω昭
和
お
年

4
月

1
日
か
ら
お
年
ロ
月

6
才
未
満
の
乳
幼
児
で

保
育
所
等
で

引
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
(
第

1
回
)
注
射
を
受
け
て
い
な
い
も
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

校

下

場
所
乳
悶
検
診ハ
ワリバ山川町駅
u

丸
山
町
y

日
本
脳
炎

日
本
脳
炎

(
一
一
大
町

保
健
何
6
月
引
日

|

|

(
一
回
)

回
)
小
児
麻
陣

大

町

小
学
校

d
l
6
・ロ

6
・日

大

町

小

学
椛

6
・お

7
・
3

村

木

保
健
所
。

沼

l

l

利

本

タ

タ

お

タ

5

h

γ

小
学
校

l

h
y
け

ん
γ
円

住

吉

h
y
h
γ

円

6
・加

住

吉

タ

タ

お

by
お

hγ
幻

上
中
島

hγ

7
・
6

7

・
円

上
中
島
連
納
所

タ

m

h
γ
加

hy

n

松

合

タ

6
・口

6
・円

松

倉

グ

タ

幻

タ

幻

タ

惣

上
野
方

ん7

6

・日

6
・計

上
野
方
小
学
校

7
・
3

7
・
3

7
・
5

本

江

タ

タ

mm

7
・
6

本

江

保

健

所

6
・

n
ー

ー

片

貝

hγ

7
・
3

夕

刊

by

公
民
舘

1

6
・
ロ

6
・同

加

稿

h

γ

6

・

お

タ

2

片

貝

小
学
校

hγ
泌

hy
%

h
γ
沼

道

下

タ

タ

タ

タ

タ

加

硝
公
民
館

7
・
4

6
・
は

6
・
円

経

回

。

夕

刊

6
・
ぉ

小
学
校

天

神

タ

タ

幻

7
・
4

道

下

h
V
6
-
m
hy
日
夕
刊
け

問
布
施

hγ

hy
円

6
・
2

経

由

小

学
校

7
・
5

夕

刊

グ

円

白

倉

hv

hy
沼

7
・
5

天

神

タ

6
・
m
h
γ

内

hγ
引

い
ず
れ
も
午
俊

1
時
か
ら
3
時
ま
で
。

商

布
施

連
絡
所

7
・
2

7
・
2

7
・
4

い
ず
れ
も
午
後

1
時
か
ら

3
時
ま
で
。

-
山
広
三
川
佐

川…
…

タ
ア
ユ
ク
の
解
き
ん

6
月
引
日
か
ら

6
月
引
日
か
ら
い
よ
い
よ

H

ア
ユ
H

が
解
き
ん
と
な
り
ま
す
が
採
捕
許
可
読

は
次
の
よ
う
に
発
行
し
ま
す
。

角
川
、

布
施
川
で
採
捕

さ

れ

る

方

は
、
呉
京
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
(
大

光
寺
、
千
田
製
材
所
附
近
)
で
許
可
証

を
受
け
て
下
さ
い
。
料
金
は
河
川
ご

と

に
毛
針
、
友
釣
り
一
一
一

O
円
、

毛
針
、

友
釣
り
兼
用
一一一

一
O
円

(
木
鑑
代
を
含

む
)
で
す
。
そ
の
ほ
か
河
川
で
竿
釣
り

さ
れ
る
方
は
、
商
工
水
産
課
(
水
族
舘

内
)
へ
印
鑑
を
も
っ
て
届
出
済
警
を
受

け
て
下
さ
い
。
な
お
呉
東
内
水
面
漁
業

協
同
組
合
で
は
、
次
の
よ
う
に
今
年
も

友
釣
り
お
よ
び
網
の
禁
止
区
域
を
定
め

ま
し
た
。

ム
布
施
川
H
地
鉄
鉄
橋
か
ら
下
流
四

O

O
米
の
区
間

ム
角
川

H
国
道
八
号
線
角
川
橋
か
ら
上

流
四
五

C
米
の
区
間

こ
れ
ら
の
区
間
の
禁
止
期
間
は

6
月

引
け
か
ら

7
月
却
臼
ま
で
で
す
。

成
人
記
念

立
山
登
山
の
募
集

立
山

の
夏
山
開
き
に
ち
な
み
、
本
年

度
成
人
者
を
対
象
に
立
山
登
山
を
次

に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
か
ら
、
振

っ
て

参
加
し
て
下
さ
い
。

主
備
魚
津
市
教
育
委
員
会

後

援

地

方
鉄
道
、
立
山
開
発
鉄
道
、

北
日
本
新
聞
社

昭
和
訂
年
度
成
人
者
で
魚
津
市

に
在
住
の
も
の

日
名

6
月
別
日

4日

魚

〈日〉3日f6月1日〈金)1 2日 (土) I 
記念式典 | 自衛隊演奏 |

1 (10時""11. 30) I 

!(中学、高学年対象)

資
格

定
員

日
程

電
鉄
魚
津
駅
出
発

雷
鳥
荘
宿
泊

早
朝
立
山
登
頂

電
鉄
魚
種
駅
解
散

九
百
円

(
交
通
、
宿
泊
費
を

含
む
)

6
月

8
日
ハ
金
)
ま
で
に
魚
津

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

会
費
を
添
え
て
直
接
本
人
が
申

込
み
の
こ
と
。

(附27~9 月 i3 日
第 3種蹄便物認可j

6
月
引
日

l自衛隊 行 進

| 電子音楽演奏
| 自衛隊 演 奏
| 三 浦シ ョウ

晩 | (5時""7時〕
提 灯 行列

! 仮装 行列
i審査は8時 -9時
22米道路交番前

(9.30""12時)

参
加
費

申
込

午

前

後

午

日
本
脳
炎
、
小
児
麻
樺
予
防
注
射

O
日
本
脳
炎

市
民
全
員
を
対
象
と
し
十
五
才
以
下

の
人
は
な
る
べ
く
受
げ
て
下
さ
い
。

hI1| 

頭

日兵

頭

舘

舘

舘

、，j
a
-
-
E
 

〆

'E‘、

Wr 

企与

= 

正』
コス

6.. 
= 

街

街



功
績
章

勤
功
章

表
彰
状

第
7

4
J
団
副
升
団
長
官
坂

弘

知
内

9
分

団

部

長

小

坂

孝

作

第

同

伊

沢

山

義
雄

第
6
分

団

班

長

石

橋

栄

吉

第
8
分

団

班

長

石

垣

喜

久

雄

第

問

。

伊

東

忠

良

第
3
分
団
消
防
員

繰

菅

健

吉

第
4
h

梅

原

与

作

第

ロ

グ

浜

町

長

作

永
年
勤
続
家
族
感
謝
状

魚
津
市
消
防
団
副
団
長

小
坂
作
次
郎
妻
小
坂
イ
ト

第

2
分
団
長

宮
崎
宗
凶
郎
審
宮
崎
芳
子

第
日
分
団
長
紙
尾
重
松

第

問

。

中

島

正

信

第

2
b

吉
野
助
吉

…
'''
…

県

消

防

機
関
連
合
訓
練
大

・
;
'

一・高
島
い
ん
会
は
ほ
M
M
富
山
市
で
県
下
の

ん
表
一
消
防
団
が
集
ま
っ
て
開
か
れ

ブ
J
F
午
前
中
は
分
列
行
進
、
訓
練

Hμ
一
が
行
な
わ
れ
午
後
か
ら
県
議

τヨモ一
場
で
消
防
功
労
者
に
表
彰
、

~
労
一

感
謝
状
が
お
く
ら
れ
ま
し

之
町
二
た
。

一

μ…
当
市
の
受
賞
者
は
次
の
と

一
説
一
お
り
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
魚

一
活
…

津
市
消
防
団
は
過
去
の
消
火

…H
t
活
動
、
訓
練
活
動
が
優
秀
で

一

作
…
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

…
仔
作
一
日
本
消
防
協
会
よ
り
表
彰
旗

一
消
~
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

，
日
本
消
防
協
会
表
彰

表
彰
旗
魚
津
市
消
防
団

精

績

章

副

団

長

高

慶

久

信

勤
続
章

。

小
坂
作
次
郎

第
2
分
団
長
宮
崎
宗
四
郎

第

9
分
団
部
長
坂
井
源
二

第
け
h
q

寺
田

正
一

富
山
県
消
防
協
会
表
彰

優
良
整
備
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
表
彰

魚
津
市
消
防
団
第
け
分
団

優
良
消
防
団
員
表
彰

イ
ネ

の
栄
養
生

理

岡

島

秀

夫

資
本
主
義
は
変
っ
た
か

高

橋

正

雄

女
論
|
女
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
と
悲
し

み

石

垣

綾

子

。
小
説

l
二
階
閲
覧
室
の
書
架
に
お
い

て
あ
り
ま
す
。

ナ
ル
シ

ユ
の
鏡

宿
な
し
ま
り
子

父
子
胸
|
完
結
編

眠
狂
四
郎
独
歩
行

河
の
ほ
と
り
で

今
日
は
本
番

罪
と
愛

涼
日
記

桂
春
団
治

若
狭
湾
の
惨
劇

コ
1
戸
ガ

l
w

雲
に
向
か
っ
て
起
つ

葬
式
紳
士

三
人
の
女

銀
座
夫
人

悪
名
高
・
辛
口
女

水
蓮
夫
人

お
化
け
旗
本

。
新
刊
図
書
の
御
案
内

稲
作
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

戸
苅

義

次

工
芸
作
物
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
西
村
周
一

農
作
業
ハ
ン
ド
ブ

ッ

ク

江

川

了

盆
裁
写
真

集

村

田

憲
司

ホ

l

ム
ラ

イ

フ

講

談

社

暮
ら
し
の
科
学

エ
チ
ケ

ッ
ト

日
本
近
代
絵
画
全
集

岸
田

劉

生

江
洲
人

毎
日
新
聞
社

自

己

を

生

か

す

交

際

宇

野

重

吉

新

恋

愛

論

河

盛

好

蔵

8
ミ
リ
を
始
め
る
人
の
た
め
に

古

関

敬

三

ま
ぼ
ろ
し
と
真
実

l
私
の

ソ
ビ
エ
ト
見

聞

記

竹

山

道

雄

ポ
ク
の
音

楽

武

者

修

行

小

沢

征

爾

ソ
ビ

エ

ト

取

材

記

反

町

正

喜

原

色

植

物

検

索

図

鑑

矢

野

佐

空
間
の
国
と
時
間
の
国
々
吉
田

実

税

務

署

谷

山

治

雄

地
球
の
み
な
さ
ん
お
は
よ
う

ゲ
ル
マ
ン

・
チ
ト
フ

印
度
洋
の
常

陪

丸

長

谷

川

伸

本

願

寺

井

上

鋭

夫

成

功

す

る

人

間

関

係

三

神

良

三

投
票
は
結
婚
の
相
手
を

(2) 

選
ぶ

よ

う

に

真

剣

に

回
刷
凹長

£
日

始陥+
l
i
E
 

a

，14市

一・一

昨
年
の
下
半
期
は

J

K

選
挙
制
度
審
議
会
の

却
炉

一一
都
議
に
明
け
暮
れ
た

別
物

一

一

一

一
が
、
そ
の
答
申
の
内

明

則

一

三

廿

も

具
体
化
さ
れ
、

町

種

一

日

い
よ
い
よ

7
パ
1
日

附
則

一

一

一

一参
議
院
議
員
通
常
選

t
t
一

一

ぺ

挙
が
行
な
わ
れ
ま

一

一

一

一
す
。

一

一

選
挙
は
国
民
の
健

一

一

一

利
を
行
使
す
る
貴
重

一

一

一

な
機

会
で

あ
り
ま

一

日

す。

必
ず
投
票
し
ま

-

h

し
よ
う。

1
l
一

一

引

次
の
点
を
十
分
に

劃

明

一

七

知
っ
て
下
さ
い
。

一

に

1
投
票
に
つ
い
て

一

選
挙
人
は
選
挙
の
当
日
、
自
分
の
属

一
す
る
投
票
ば
の
投
票
に
行
っ
て
白
か
ら

一
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
。

ω投
票
所
は
午
前

7
時
に
開
き
、
午

後
6
時
に
閉
じ
ま
す
。
(
特
別
な

事
情
が
あ
る
と
き
は
、

時
間
の
繰

上
げ
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
)

ω入
場
券
が
交
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、

選
挙
当
日
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
下

支
」
い
。

ω参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
は
全
国

区
と
地
方
区
の
選
挙

が

あ

り
ま

-T
。

ω投
票
用
紙
に
は
投
票
所
内
の
氏
名

掲
示
を
見
て
候
補
者
一
人
の
氏
名

の
み
を
正
確
に
記
載

し

て

下

さ

地
へ
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る

ル
」
キ
C
O

ム
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷
、
雌
娠
、
不

具
も
し
く
は
産
樗
に
あ
る
た
め
歩
く

こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
。

不
在
者
投
票
は
6
月
7
日
か
ら
6
月

初
日
ま
で
で
き
ま
す
。
手
続
き
に

つ
い

て
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

お
問
合
せ

下
さ
い
。

。
字
が
書
け
な
い
と
き
は
代
理
投
票

身
体
の
故
聞
や
文
盲
な
ど
で
候
補
者

の
氏
名
を
自
分
で
書
け
な
い
人
は
、

投

票
の
当
日
、
投
票
所
へ
き
て
そ
の
旨
を

申
し
出
れ
ば
代
理
に
書
い
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

伊
藤

桂

一

室

生

犀

星

子
母
沢

寛

柴
田
錬
三
郎

石
坂
洋
次
郎

鹿

島

孝

二

由
起
し
げ
子

未

水

明

子

長
谷
川
幸
延

水

上

勉

吉
行
淳
之
介

石
原
慎
大
郎

結

城

昌

治

柴
田
錬
三
郎

武
田
繁
大
郎

大

原

富

枝

富

田

常

雄

大
仏

次

郎

B
L
V
 

同
点
字
投
票
、
代
理
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。

附
不
在
者
投
票
:・
投
票
は
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
す
る
の
が
原
則
で
す

が
特
別
の
理
由
で
当
日
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
又
は
指
定
さ
れ
た
病
院

な
ど
で
投
票
で
き
る
不
在
者
投
票

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

。
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人

ム
選
挙
人
が
魚
津
市
以
外
の
地
で
職
務

ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き

ム
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
、
ま

た
は
事
故
の
た
め、

魚
津
市
以
外
の

一
、
美
谷
順
一
個
展

油
絵
約
加
点

6
hF，
2
日
よ
り

4
日
ま
で

こ
、
底
海
社
民
(書
〉

大
平
山
静
氏
外
数
名
出
品

6
片

7
日
よ
り
け
日
ま
で

寄

贈

図

書

次
の
と
お
り
図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

一
、
農
業
経
営

学

外

二
四

O
冊

宮
山
市

高
井
弥
吉
氏

二、

死
に
賭
け
る
ダ
イ
ヤ
外
三
七
冊

友

道
能
沢
一

岩
氏

三
、
現
代
日
本
文
学
全
集
四
七
冊

八
幡
町

島

田

昭

氏

// 

公
明
選
挙
ク

イ

ズ

問

題

次
の
文
章
の
口
の
中
に
適
当

な
当
用
漢
字
を
入
れ
て
下
さ

ヒ
ン
ト
:
・
予
定
さ
れ
て
い
る
国
会
議
員

の
選
挙
が
近
づ
い
た
の
で
新

有
権
者
と
な
っ
た
青
年
に
叔

父
か
ら
の
公
明
選
挙
使
り
。

自
信
を
も
っ
て
応
募
下
さ
い

富
山
薬
品
株
式
会
社
、
岡
町
、
慶
野

商
居
、
諏
訪
町
、
岡
崎
雄
一

、
本
江

松
井
医
院
、
諏
訪
町
、
梅
原
善
苗
、

平
伝
寺
、
平
田
哲
夫
、
大
町
、
堀
六

郎、

村
木
、
平
井
病
院、

諏
訪
町
、

長
田
喜
三
右
工
門
、
田
方
町
、
鍛
治

清
吉
、
北
山
鉱
泉
、
仁
右
エ
門
旅
館

平
左
工
門
旅
館
、
湯
元
、
池
上
旅
館

与
八
旅
館
、
田
方
町
、
渡
部
医
院
、

角
川
町
、
長
谷
川
勝
次
、
中
田
芳
夫

今
井
郁
郎
、
長
勢
栄
作
、
他
二
名

ム
寄
付
申
込
の
部

日
脚
松
倉
地
区

叩

脚

岡

崎
機
業
場

5
脚

東

京

都

西

原
衛
生
研
究
所

3
脚
魚
津
造
花
組
合

h
q

村
木
米
田
歯
科
医
院

2
脚

法

原

商

会

1
脚

神

明
町
、
木
下
関
席
、
中
川

時
計
脂
、
田
方
町
、
岸
本
間
活
、
金

屋
町、

大
崎
進
正
堂
、
桝
崎
医
院
、

田
方
町
、
稲
垣
酒
広
、
中
央
町
り
岡

田
和
洋
酒
盾

魚
津
飲
食
庖
組
合
、
魚
津
自
転
車

組
合
、
魚
津
食
肉
組
合
、
魚
津
地

域
建
築
組
合

ム
懇
請
完
納
地
区

魚
津
!
神
明

=
区
、
金
屋
三
区、

田
方
二

区、

新
金
屋
三
区

新
町
二
区
、
餌
指
区
、
荒

町
区

下
の
方

l
大
光
寺
一

区、

石
垣
新

片
貝

l
道
坂
、
島
尻
=
一
区

。
固
定
椅
子
寄
付
の
部

A
寄
付
金
入
金
の
部

百

脚

関

口

組

初
脚

東
京
都
島
崎
ゆ
き

叩
脚

真
成
寺
町、

銀
座
通
町
内
会

。

魚

津

飲

食

庖

組

合

。

魚

津

市

連

合

婦

人

会

5
脚

金

屋

町

一
区
町
内
会

3
脚

高

岡

市

東

化

工

K
K

O

魚
津
市
造
花
組
合

2
脚
本
江
二
区
町
内
会
、
田
方
町

東
狐
巌
、

文
化
町
、
山
内
喜

一
郎
、

経
団
、
落
合
町
自
治
会
、
木
江
会
館

通
り
町
内
会

1
脚

金

沢
市
、
愛
知
時
計
K
K
北

陸
事
務
所
、
文
化
町
婦
人
会
お
年
度

役
員
、
諏
訪
町、

魚
崎
義
雄
、
新
潟

県
、
柿
崎
機
械
製
作
所
、

友
道
、
西

野
栄
作
、
大
光
寺
二
区
町
内
会
、
本

江
、
北
出
重
雄
、
本
江
、
加
納
医
院

村
木
、
藤
山
淘
、
松
本
市
、
青
葉
計

器
K
K
、
角
川
町
、
熊
西
医
院
、
本

江
、
越
野
医
院
、
大
阪
市
、
山
喜
水

道
機
工

K
K
、
文
化
町
、
福
沢
関
松

宮
山
市
、
茶
の
木
屋
中
田
清
兵
衛
、

神
明
町
、

中
村
松
之
助
、

宮
山
市
、

産
業
文
化
会
舘
募
金
状
況

f
3
・
n
l
5
-m〉

。
建
設
費
寄
付
の
部

A
懇
請
額
完
納
四
号
下
野
方
地
区

〈
篤
志
寄
付

魚
津
市
長
寺
田
大
吉

五
万
円
、

富
山
市
河
口
源
平
一

O

万
円、

魚
津
市
議
会
議
員
三
O
万

円
A
完
納
問
工
団
体

水
道
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う

一

私
た
ち
が
生
活
を
す
る
に
は

一

一
日
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

-

な
い
も
の
は
水
で
す
。
そ
し
て

一

水
の
良
い
悪
い
は
た

いふ
ち
に
一

一

人
一

人
の
健
康
に
影
響
し
て
き

一

ま
す
。

-

皆
さ
ん
の
健
康
を
保
ち
、
伝

'一
休
明
か
ら
守
つ
て
く
れ
る
の
が
水
道
で

一

水
道
水
は
常
に
滅
菌
し
て
各
家
庭
に

一
送
ら
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら
安
心
し
て
使

一周
し
て
い
た

いふ
け
ま
す
。

水
道
水
を
使
用
さ
れ
る
人
は
全
国
的

に
み
て
も
年
々
急
増
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
約
四
、

0
0
0世
帯
が
水

投
票
用
紙
の
色
別

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

用
紙
の
色
別
は
地
方
区
は
黒
色
、

全
国
区
は
赤
色
に
印
刷
さ
れ
て
い

キ
品
」
9
0

広

E~草場苗・

市

道
を
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

6
月
4
日
か
ら
印
日
ま
で
全
国
一
斉

に
水
に
感
謝
1
J
、
水
を
そ
ま
つ

に
せ
ぬ

よ
う
に
と
「
水
道
週
間
」
が
始
ま
り
ま

す
。市

で
は
乙
の
週
間
を
機
会
に
水
道
使

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、

バ

ッ
キ

ン
の
取
替
等
軽
び
な
修
繕
を
4
日

か
ら
は
M

臼
ま
で
無
料
で
行
な
い
ま
す
。

、E
ノ挙選日ハベ

rト
ト公

/
t
¥
 

津

七
月
口
日
は
口
議
院
議
員
の
選
挙
投
票
日
だ
ね
。
口
た
ち
の
政
治
を
ま

か
せ
る
口
を
選
口
す
る
の
だ
か
ら
、
悪
質
な
選
挙
口
動
な
ど
に
ま
ど
わ

ず
、
よ
く
調
べ
て
口
信
を
も
っ
て
口
粟
し
よ
う
。

め
ん
ど
う
だ
か
ら
と
口
権
す
る
こ
と
は
口
権
者
と
し
て
恥
ず
か
し
い
こ

防
衛
大
博
覧
会
小
松
博
の

前
売
券
が
発
売

航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
と
小
松
空
港

の
設
置
、
北
陸
線
電
化
完
成
を
記
念
し

て
、
伸
び
ゆ
く
日
本
の
綜
合
防
衛
体
勢

の
全
貌
と
、
躍
進
す
る
北
陸
の
交
通
、

観
光
、
産
業
文
化
等
の
現
況
を
展
示
す

る
「
伸
び
ゆ
く
日
本
産
業
と
防
衛
大
博

覧
会
」
が
次
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
か

ら
市
民
の
み
な
さ
ん
是
非
ご
観
覧
下
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
と
と

も
に
前
売
券
の
消
化
に
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

1
名
称

伸
び
ゆ
く
日
木
産
業
と
防
衛

大
博
覧
会

2
会
期

昭
和
訂
年

9
月
幻
日
よ
り

昭
和
訂
年
日
月
6
日
ま
で

3
会
場

第

一
会
場

未
広
運
動
公
園

第
二
会
場

小
松
空
港
と
航

空
自
衛
隊
小
松
基
地

4
前
売
券

二
ニ

O
円
(拍
せ
ん
券
付
)

当
日
券
は
一
七

O
円
で
す
。

5
前
売
券
の

発

売

訂

年

6
月
1
日
よ

灼
ノ

申
込
先

魚
津
市
役
所
商
工
水
産
課

魚

と
だ
ね
。

H
応
募
規
定
H

①
解
答
は
官
製
は
が
き
、
又
は
同
型
の

用
紙
に
答
の
漢
字
を

ペ
縦
順
)
に
書

い
て
住
所
氏
名
を
明
記
し
郵
送
又
は

持
参
下
さ
い
=

①
締
切
り
は

7
月
2
日

①
あ
て
先
、
魚
津
市
役
所
、

市
民
広
報

係。

@
正
解
は
原
文
の
漢
字
と
一
致
し
た
も

の
と
し
ま
す
。

①
相
当
難
問
で
す
。
正
解
者
の
中
か
ら

拍
せ
ん
で
別
名
の
方
に
賞
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。
別
名
に
満
た
な
い
と
き

は
、
そ
の
分
だ
け
賞
品
の
質
を
良
く

し
ま
す
。

同

一
人
で
正
解
が
ニ
通
以
上
当
選
し

て
も
一
通
の
み
受
賞
と
し
ま
す
。

①
正
解
当
せ
ん
発
表
は
市
広
報
8
月
号

で
す
。

①
魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
職
員
と
そ

の
家
族
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

......ーー..・ーーーー・.ーー・・・・・..ー・..... 

. 
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補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請

行発一
口
H
-m一

7
月

1
日
に
執
行
さ
れ
る
参
議
院
議

3
一員
通
常
選
挙
に
は
選
挙
人
と
し
て
投
票

1
一
す
る
に
は
そ
の
選
挙
の
選
挙
権
を
持
つ

宇
一
と
と
も
に
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

わ
一

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

3
一
名
簿
の
脱
漏
な
ど
に
よ
っ
て
選
挙
が
で

和
一

き
な
い
こ
と

の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

百
一

に
補
充
選
挙
人
名
簿
が
つ
く
ら
れ
ま
す

!
一

か
ら
、
次
に
該
当
す
る
方
は
登
録
申
請

一
を
し
て
下
さ
い
。

わ
一
ム
料
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
も

nu-

ι
 

問
一

昭
和
初
年
ロ
月
却
日
確
定
基
本
選
挙

第
一
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外

{

-
の
も
の
で
次
の

ωか
ら

ωま
で
の
各
号

の
要
件
を
備
え
る
も
の
で
す
。

ー

ー

6
月
ロ
日
か
ら
同
日
ま
で
|
|

〈第 1期)

みなさんリツパに見えるけど……

どれどれマユにツパつけて

の納期限です

忘れ ずに必 らず納めましょ

ω日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

凶
新
た
に
年
令
要
件
を
備
え
た
も
の

昭
和
げ
年

6
月
ロ
日
以
前
に
生
れ
た

も
の

ω新
た
に
住
所
要
件
を
備
え
た
も
の

昭
和
幻
年

3
月
ロ
日
か
ら
住
所
を
有

す
る
も
の

ム
登
録
の
申
請
期
間

6
月
ロ
日
か
ら

|

6
月
間
日
ま
で

7
日
陪

ム
登
録
の
申
請
方
法

申
請
期
間
内
に
選
挙
人
名
簿
登
録
申

請
書
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

日

市民税、県民税

寄

付

金

三、

0
0
0
円

大
阪
市
阿
倍
野
区
播

磨
町
西
一
丁
目
鹿
野
久
吉

ハ
亡
父
宗
三
郎
の
幻
凶
思
供
養
)

三
、

0
0
0円
諏

訪

町

西

浦
善
雄

(
亡
父
鶴
次
郎
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

一
O
O円

一
高
校
生

(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

五、

0
0
0円
六
郎
丸
稲
場
辰
之
助

ハ
亡
母
い
と
の
遺
志
に
よ
る
香
志
〉

。3 月6 
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